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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源装置を点灯駆動するために１つの第１パルス幅を有する第１矩形波信号を出力し、
前記光源装置の点灯開始に必要な第１期間の間オフ状態で前記第１期間の前後は一定周波
数でオン状態とオフ状態を繰り返す矩形波形を有する第１クロック信号が入力され、前記
第１期間を含む第２期間の間の前後は前記第１クロック信号の波形に従って前記光源装置
以外の各回路にクロックを出力し前記第２期間の間はクロックのカウントを重ねるのみで
前記各回路にクロック出力を行わないＣＰＵを備え、
　前記第２期間の設定は前記ＣＰＵにプログラムするソフト上で行われ、前記第１期間の
設定は、前記ＣＰＵから出力された前記第１矩形波信号を前記第１パルス幅よりも長い第
２パルス幅を１つ有する第２矩形波信号に変換して出力するワンショット回路部と、前記
第２矩形波信号の立ち上がり開始時点を遅らせた第３矩形波信号を出力するディレー回路
部と、前記第３矩形波信号と逆位相の第４矩形波信号をトリガ信号として前記光源装置の
点灯駆動部へ出力するトリガ信号出力回路と、前記一定周波数でオン状態とオフ状態を繰
り返す矩形波形を有する第２クロック信号を出力する水晶発振回路と、前記第３矩形波信
号を逆位相の前記第４矩形波信号に変換後前記第２クロック信号と論理和演算し前記第１
クロック信号として前記ＣＰＵに出力するアンド回路部とを有するハード上で行われるこ
とを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記第２期間の終了時点から観察面を撮像した画像信号をカラーモニタで表示可能な映



(2) JP 4459632 B2 2010.4.28

10

20

30

40

50

像信号に変換する画像処理を行うことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記ワンショット回路部は、ベースが前記ＣＰＵのポートと接続されエミッタが接地さ
れコレクタが第１抵抗を介して電源と接続され第１コンデンサがエミッタとコレクタと接
続されるトランジスタと、前記コレクタと入力端子が接続され前記ディレー回路部と出力
端子が接続される第１インバータとを有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装
置。
【請求項４】
　前記ディレー回路部は、前記ワンショット回路部と入力端子が接続された第２インバー
タと、前記第２インバータの出力端子と入力端子が接続された第３インバータと、一方の
端子が前記第３インバータの出力端子と接続される第２抵抗と、前記第２抵抗の他方の端
子と入力端子が接続され前記トリガ信号出力回路及び前記アンド回路部と出力端子が接続
される第４インバータと、一方が前記第２抵抗と前記第４インバータの入力端子と接続さ
れ他の一方が接地される第２コンデンサとを有することを特徴とする請求項１に記載の内
視鏡装置。
【請求項５】
　前記トリガ信号出力回路は、前記ディレー回路部と入力端子が接続され前記点灯駆動部
と出力端子が接続される第５インバータを有することを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡装置。
【請求項６】
　前記アンド回路部は、前記ディレー回路部と入力端子が接続される第６インバータと、
入力端子が前記第６インバータの出力端子及び前記水晶発振回路と接続され出力端子が前
記ＣＰＵと接続されるアンド回路とを有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置に関し、特に、ランプ点灯時に発生するノイズによる電気的シス
テム、特にＣＰＵの誤動作を防止する内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、キセノンランプをはじめとする放電ランプなどの光照射装置は、高輝度を必要と
する光源装置などで使われている。
【０００３】
　放電ランプは、発光管部内に、陽極と陰極が数ｍｍから十数ｍｍの距離を持ち、対向し
て配置される電極間距離が比較的短いタイプのランプである。この電極間でアーク放電を
起こすと、アーク柱と呼ばれる放電部分から強い発光を生じる。
【０００４】
　このアーク放電を起こすために、ランプ電源からの高電圧をイグナイタに供給し放電ラ
ンプを始動するための高電圧パルスを発生させる。高電圧パルスによって、所定の電圧が
陰極、陽極に印加されると、陰極と陽極の間に絶縁破壊が生じ、これにより電流の流れる
道筋が形成され、この道筋にそって放電しランプが点灯する。
【０００５】
　この高電圧パルスは、一方で輻射ノイズを発生させる。輻射ノイズは、光源装置の周辺
にあって、スコープで撮像した画像信号をモニタで観察可能な映像信号に変換する画像処
理装置や光源装置の各部の制御を司る電気的システム、特にＣＰＵを誤動作させる可能性
を有する。
【０００６】
　特許文献１の装置は、高圧ケーブルにフェライトコアを配置することにより、輻射ノイ
ズを低減することを開示している。
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【特許文献１】特開平９－２５３０４４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、特許文献１は、輻射ノイズの総てを除去できる訳ではないので、輻射ノイズが
画像処理装置のＣＰＵに影響を及ぼす可能性が残っている。またランプの点灯有無に拘わ
らずＣＰＵは動作し画像処理が行われるが、ランプが点灯するまでは観察面に光が照射さ
れないので真っ暗な画像を表示するにすぎず電力を無駄に消費することになる。
【０００８】
　したがって本発明の目的は、内視鏡装置において、ランプ点灯時の省電力化を図りつつ
輻射ノイズの影響を受けない装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る、内視鏡用光源装置は、光源装置を点灯駆動するために１つの第１パルス
幅を有する第１矩形波信号を出力し、光源装置の点灯開始に必要な第１期間の間オフ状態
で第１期間の前後は一定周波数でオン状態とオフ状態を繰り返す矩形波形を有する第１ク
ロック信号が入力され、第１期間を含む第２期間の間の前後は第１クロック信号の波形に
従って光源装置以外の各回路にクロックを出力し第２期間の間はクロックのカウントを重
ねるのみで各回路にクロック出力を行わないＣＰＵを備える。これにより、光源装置の点
灯に必要な信号出力の他は、点灯動作期間（第１期間）の間オフ状態で、点灯動作期間を
含む第２期間の間は信号出力を行わないことで点灯動作による輻射ノイズの影響を受けず
にＣＰＵの誤動作を回避させることが可能になる。
【００１０】
　好ましくは、第２期間の終了時点から観察面を撮像した画像信号をカラーモニタで表示
可能な映像信号に変換する画像処理を行う。これにより、光源装置が点灯するまでの間に
画像処理動作による電力消費を省くことが可能になる。
【００１１】
　さらに、好ましくは、第２期間の設定はＣＰＵにプログラムするソフト上で行われ、第
１期間の設定は、ＣＰＵから出力された第１矩形波信号を第１パルス幅よりも長い第２パ
ルス幅を１つ有する第２矩形波信号に変換して出力するワンショット回路部と、第２矩形
波信号の立ち上がり開始時点を遅らせた第３矩形波信号を出力するディレー回路部と、第
３矩形波信号と逆位相の第４矩形波信号をトリガ信号として光源装置の点灯駆動部へ出力
するトリガ信号出力回路と、一定周波数でオン状態とオフ状態を繰り返す矩形波形を有す
る第２クロック信号を出力する水晶発振回路と、第３矩形波信号を逆位相の第４矩形波信
号に変換後前記第２クロック信号と論理和演算し第１クロック信号としてＣＰＵに出力す
るアンド回路部とを有するハード上で行われる。これにより、ハード上の構成回路の部品
定数のばらつきにより生じる第１期間の長さの変動が第２期間とずれを生じないようにプ
ログラム設定することが可能になる。
【００１２】
　さらに好ましくは、ワンショット回路部は、ベースが前記ＣＰＵのポートと接続されエ
ミッタが接地されコレクタが第１抵抗を介して電源と接続され第１コンデンサがエミッタ
とコレクタと接続されるトランジスタと、コレクタと入力端子が接続されディレー回路部
と出力端子が接続される第１インバータとを有する。
【００１３】
　また、好ましくは、ディレー回路部は、ワンショット回路部と入力端子が接続された第
２インバータと、第２インバータの出力端子と入力端子が接続された第３インバータと、
一方の端子が第３インバータの出力端子と接続される第２抵抗と、第２抵抗の他方の端子
と入力端子が接続されトリガ信号出力回路及びアンド回路部と出力端子が接続される第４
インバータと、一方が第２抵抗と第４インバータの入力端子と接続され他の一方が接地さ
れる第２コンデンサとを有する。
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【００１４】
　また、好ましくは、トリガ信号出力回路は、ディレー回路部と入力端子が接続され点灯
駆動部と出力端子が接続される第５インバータを有する。
【００１５】
　また、好ましくは、アンド回路部は、ディレー回路部と入力端子が接続される第６イン
バータと、入力端子が第６インバータの出力端子及び水晶発振回路と接続され出力端子が
ＣＰＵと接続されるアンド回路とを有する。
【発明の効果】
【００１６】
　以上のように本発明によれば、内視鏡装置において、ランプ点灯時の省電力化を図りつ
つ輻射ノイズの影響を受けない装置を提供することが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態について、図を用いて説明する。図１は、本実施形態の内視鏡
装置の構成図である。図２、図３は、内視鏡装置のプロセッサ２０内におけるＣＰＵと周
辺回路３０の構成図である。図４は、ランプ２７ｃの点灯動作における各部の出力波形を
示す。
【００１８】
　本実施形態に係る内視鏡装置は、スコープ１０と、カラープロセッサ２０と、カラーモ
ニタ４０とを備える。スコープ１０は、カラープロセッサ２０の制御により、被写体（観
察面）を撮像する。撮像により得られた画像信号はカラープロセッサ２０によってカラー
モニタ４０で出力が可能な映像信号に変換される。変換された映像信号はアナログ信号で
カラーモニタ４０に伝達される。伝達された映像信号は、カラーモニタ４０によって出力
（画面表示）される。使用者は、カラーモニタ４０による出力結果により、スコープで撮
像された被写体映像を観察することができる。
【００１９】
　スコープ１０は、撮像部１１と、照明部１２とを有し、照明部１２が観察面に適度な光
量を与えながら撮像部１１が被写体を撮像する。
【００２０】
　撮像部１１は、対物レンズ１１ａ、ＣＣＤなどの撮像素子１１ｂとを有する。撮像素子
１１ｂの駆動は、後述するＣＰＵ３１が出力するクロックパルスに従ってＣＣＤ駆動回路
２２によって行われる。被写体の撮像によって撮像素子１１ｂに蓄積された電荷は、ＣＤ
Ｓ（相関二重サンプリング回路）／ＡＧＣ（オートゲインコントローラ）２１、ＤＳＰ（
ディジタル・シグナル・プロセッサ）２３、画像処理回路２４を介してカラーモニタ４０
で出力可能な映像信号に変換（画像処理）される。
【００２１】
　照明部１２は、白色光を発し、光誘導部材１２ｂ、配光レンズ１２ａを介して観察面に
照射する光源装置２７からの光を供給する。スコープ１０と、カラープロセッサ２０は、
コネクタ部（不図示）で光学的・電気的に接続される。
【００２２】
　カラープロセッサ２０は、ＣＤＳ／ＡＧＣ２１、ＣＣＤ駆動回路２２、ＤＳＰ２３、画
像処理回路２４、光源装置２７、電源２８、パワースイッチ２９、ＣＰＵと周辺回路３０
を有しており、使用者の操作によりスコープ１０に光量を供給し撮像され電荷転送された
画像信号を、カラーモニタ４０で出力できる映像信号に変換する。パワースイッチ２９は
使用者の操作によりＯＮ状態にされると商用電源からの電力を電源２８に供給する。電源
２８は各部に電力を供給する。
【００２３】
　光源装置２７は、ランプ点灯スイッチ２７ａ、点灯駆動部２７ｂ、ランプ２７ｃ、及び
集光レンズ２７ｄとを有し、電源２８がオン状態にあって、ランプ点灯スイッチ２７ａが
オン状態にされると、ＣＰＵと周辺回路３０の制御によって点灯駆動部２７ｂに電源２８
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からの電圧が印加される。印加された電圧から点灯駆動部２７ｂにあるイグナイタは一定
期間高電圧パルスを発生させる。高電圧パルスはランプ２７ｃに印加される。所定の高電
圧パルスが印加されると、ランプ２７ｃの陽極部と陰極部の間に絶縁破壊が生じ、アーク
放電が開始され、ランプ２７ｃは発光する。
【００２４】
　ＣＰＵと周辺回路３０は、内視鏡装置各部の制御や信号の一時記録を行う。特に、ラン
プ２７ｃの点灯動作に関するパルス信号発生の詳細について図２～図４を用いて説明する
。ＣＰＵと周辺回路３０は、ＣＰＵ３１、ワンショット回路部３２、ディレー回路部３３
、ランプトリガ回路部３４、アンド回路部３５、及び水晶発振回路３６とを有する。
【００２５】
　ＣＰＵ３１は１つの第１パルス幅τ１（Ｔ１～Ｔ２）を有する第１矩形波（パルス）信
号ｒｓ１をワンショット回路部３２に出力する（ポート）。ワンショット回路部３２は第
１矩形波信号ｒｓ１を、第１パルス幅τ１より長い第２パルス幅τ２（Ｔ１～Ｔ４）を１
つ有する第２矩形波信号ｒｓ２に変換してディレー回路部３３に出力する（ＯＵＴ１）。
第１、第２矩形波信号ｒｓ１、ｒｓ２の波形の立ち上がり時点（Ｔ１）はほぼ同じである
。ディレー回路部３３は第２矩形波信号ｒｓ２の立ち上がり時点をＴ１からＴ３に遅らせ
た第３矩形波信号ｒｓ３をランプトリガ回路部３４及びアンド回路部３５に出力する（Ｏ
ＵＴ２）。ランプトリガ回路部３４は第３矩形波信号ｒｓ３の逆位相の第４矩形波信号ｒ
ｓ４に変換して点灯駆動部２７ｂに出力する（ＯＵＴ３）。第４矩形波信号ｒｓ４の出力
を受けることにより、点灯駆動部２７ｂにあるイグナイタは電源２８から印加された電圧
から高電圧パルスを発生させる。水晶発振回路３６は、一定周波数（クロック周波数）で
オン状態とオフ状態を繰り返す矩形波形の第２クロック信号ｃｓ２をアンド回路部３５に
出力する（ＣＬ）。アンド回路部３５は、第３矩形波信号ｒｓ３を逆位相の第４矩形波信
号ｒｓ４に変換した上で第２クロック信号ｃｓ２との論理和演算をした第１クロック信号
ｃｓ１をＣＰＵ３１に出力する（ＣＬＯＵＴ）。ＣＰＵ３１は、第１クロック信号ｃｓ１
を、ワンショット回路部３２を介した光源装置２７を除く各回路に出力する。従って、Ｃ
ＰＵ３１は、信号制御機能を有する。
【００２６】
　第１クロック信号ｃｓ１は一定期間（Ｔ３～Ｔ５）のオフ信号を有するので、その間Ｃ
ＰＵ３１は休止状態となる。一定期間（Ｔ３～Ｔ５）の前後は、第２クロック信号の波形
と同じ一定周波数でオン状態とオフ状態を繰り返す矩形波形を示す。このオフ状態の一定
期間（Ｔ３～Ｔ５）をＣＰＵクロック休止期間ｔ１１（第１期間）とする。ＣＰＵクロッ
ク休止期間ｔ１１は、第２～第４矩形波信号ｒｓ２～ｒｓ４の第２パルス幅τ２と同じ長
さであり、第３矩形波信号ｒｓ３の立ち上がり時と同時にＣＰＵクロック休止期間ｔ１１
が始まり、第３矩形波信号ｒｓ３の立ち下がり時と同時にＣＰＵクロック休止期間ｔ１１
が終わる。
【００２７】
　Ｔ３～Ｔ５の期間、ＣＰＵ３１から各回路に出力される第１クロック信号ｃｓ１の波形
はオフ状態が続く。従って、この間ＣＰＵ３１は各回路を制御することはない。そのため
、Ｔ３～Ｔ５の期間の間にランプトリガ回路部３４からの第４矩形波信号ｒｓ４により点
灯駆動部２７ｂが発生させた高電圧パルスによりランプ２７ｃは点灯されるが、その間Ｃ
ＰＵ３１は動作しておらず各回路と電位差が生じていないので輻射ノイズが発生してもラ
ッチアップされず誤動作は生じない。
【００２８】
　また、ＣＰＵ３１には、ＣＰＵクロック休止期間ｔ１１とその前後（Ｔ２～Ｔ３、Ｔ５
～Ｔ６）の間、第１クロック信号ｃｓ１の波形に従ってクロックカウントは行うが各回路
には信号を出力しないＮＯＰタイマー設定期間ｔ２２（第２期間）が設けられている。Ｎ
ＯＰタイマー設定期間ｔ２２はＣＰＵ３１のポートから出力される第１矩形波信号ｒｓ１
の立ち下がり時（Ｔ２）と同時に始まり、ＣＰＵクロック休止期間ｔ１１の終了時Ｔ５の
後に終わる（Ｔ６）。ＮＯＰタイマー設定期間ｔ２２の中でＣＰＵクロック休止期間ｔ１
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１の間は、第１クロック信号ｃｓ１の波形がオフ状態なのでクロックカウントも行われな
い。
【００２９】
　ランプ２７ｃの点灯動作はＴ３～Ｔ５の間のＣＰＵクロック休止期間ｔ１１で行われる
が、その前後の期間（Ｔ２～Ｔ３、Ｔ５～Ｔ６）の間も各回路にクロック（制御信号）を
送った場合には、タイミングによっては輻射ノイズを発生させるおそれがある。そのため
本発明ではＣＰＵクロック休止期間ｔ１１を含むＮＯＰタイマー設定期間ｔ２２の間、ク
ロックカウントを重ねるのみで各回路への信号出力は行わないようにして、タイミング次
第では生じうる輻射ノイズの発生を抑えることとした。
【００３０】
　画像処理に関する動作は、ランプ２７ｃの点灯が開始されて、ＣＰＵ３１のＮＯＰタイ
マーが終了した時点（Ｔ６）から開始される。そのため、ランプ２７ｃが点灯されるまで
は、画像処理が行われない。ランプ２７ｃが点灯されるまでは、スコープ１０の先端と対
向する観察面に光が供給されないので、画像処理を行う必要性もなく、省電力化を図るこ
とができる。
【００３１】
　ワンショット回路部３２は、第１抵抗３２ａ、第１インバータ３２ｂ、第１コンデンサ
３２ｃ、トランジスタ３２ｄとを有する。トランジスタ３２ｄのベースはＣＰＵ３１のポ
ートと接続され、コレクタは第１抵抗３２ａ、第１インバータ３２ｂの入力端子、及び第
１コンデンサ３２ｃと接続され、エミッタは第１コンデンサ３２ｃと接続及び接地される
。ポートから出力された第１矩形波信号ｒｓ１は、オン状態とオフ状態が逆で立ち下がり
時間の長い第１変形信号ｄｓ１１として第１インバータ３２ｂに入力される（Ａ１）。そ
の結果第２矩形波信号ｒｓ２が第１インバータ３２ｂから出力される（ＯＵＴ１）。
【００３２】
　ディレー回路部３３は、第２インバータ３３ａ、第３インバータ３３ｂ、第２抵抗３３
ｃ、第４インバータ３３ｄ、及び第２コンデンサ３３ｅとを有する。第２インバータ３３
ａの入力端子はワンショット回路部３２の第１インバータ３２ｂの出力端子と接続され、
第３インバータ３３ｂの入力端子は第２インバータ３３ａの出力端子と接続され、第２抵
抗３３ｃの一方は第３インバータ３３ｂの出力端子と接続され、第４インバータ３３ｄの
入力端子は第２抵抗３３ｃの他の一方及び第２コンデンサ３３ｅの一方と接続され、第２
コンデンサ３３ｅの他の一方は接地される。ワンショット回路部３２から出力された第２
矩形波信号ｒｓ２は、オン状態とオフ状態が逆で立ち上がり及び立ち下がり時間の長い第
２変形信号ｄｓ１２として第４インバータ３３ｄに入力される（Ａ２）。その結果第３矩
形波信号ｒｓ３が第４インバータ３３ｄから出力される（ＯＵＴ２）。
【００３３】
　ランプトリガ回路部３４は、第５インバータ３４ａを有する。第５インバータ３４ａの
入力端子はディレー回路部３３の第４インバータ３３ｄの出力端子と接続される。ディレ
ー回路部３３から出力された第３矩形波信号ｒｓ３は逆位相の第４矩形波信号ｒｓ４とし
て第５インバータ３４ａから出力される。
【００３４】
　アンド回路部３５は、アンド回路３５ａ、第６インバータ３５ｂとを有する。第６イン
バータ３５ｂの入力端子はディレー回路部３３の第４インバータ３３ｄの出力端子と接続
され、アンド回路３５ａの入力端子は水晶発振回路３６の出力端子及び第６インバータ３
５ｂの出力端子と接続される。ディレー回路部３３から出力された第３矩形波信号ｒｓ３
は逆位相の第４矩形波信号ｒｓ４として第６インバータ３５ｂから出力される（Ａ３）。
その結果、第４矩形波信号ｒｓ４と水晶発振回路３６から出力された第２クロック信号ｃ
ｓ２とが論理和演算されてアンド回路３５ａからＣＰＵ３１に第１クロック信号ｃｓ１が
出力される。
【００３５】
　カラーモニタ４０は、映像信号を取り込んで表示することが可能な市販のカラーモニタ
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であり、スコープ１０で撮像され、カラープロセッサ２０で変換された映像信号を、出力
（画面表示）する。
【００３６】
　次に、図５を使って、ランプ２７ｃの点灯、消灯の手順を説明する。ステップＳ１０１
で電源がＯＮにされた後、ステップＳ１０２でプロセッサ２０などの初期設定がなされる
。この時点では画像処理回路２４などは駆動されておらず画像処理は行われていないので
、カラーモニタ４０に観察面の画像は表示されない。ステップＳ１０３でランプ点灯スイ
ッチ２７ａがオン状態にされたか否かを判断する。オン状態にされていない場合はステッ
プＳ１０２に戻る。オン状態にされている場合は、ステップＳ１０４でランプ２７ｃの点
灯動作が行われる。具体的にはステップＳ１０４ａでＣＰＵ３１のポートの出力をＨｉに
した後の一定時間終了後（τ１）にＬｏにする第１矩形波信号ｒｓ１が出力され、ステッ
プＳ１０４ｂでＣＰＵ３１のＮＯＰタイマーが設定された後に点灯動作に入る。本実施形
態では、１回のトリガすなわちステップＳ１０４ａ、１０４ｂを一度行うことによってラ
ンプ２７ｃを点灯させることを前提に説明するが、ランプ２７ｃが点灯するまでこれらス
テップＳ１０４ａ、Ｓ１０４ｂを繰り返し行ってもよい。ランプ２７ｃが点灯された後、
ステップＳ１０５でＣＣＤ１１ｂなどが駆動され画像処理が行われカラーモニタ４０に観
察面の画像が表示される。ステップＳ１０６でランプ点灯スイッチ２７ａがオフ状態にさ
れたか否かを判断する。オフ状態にされていない場合は、ステップＳ１０５に戻る。オフ
状態にされている場合はステップＳ１０７でランプ２７ｃへの電源供給停止など消灯動作
を行い、ステップＳ１０２に戻る。
【００３７】
　ランプ２７ｃを点灯させる時、点灯駆動部２７ｂにあるイグナイタが高電圧パルスを発
生させることによって、輻射ノイズが発生する。輻射ノイズは、ＧＮＤの電位を大きく変
化させＧＮＤから見た信号ラインの電位がＨｉかＬｏかの認識が出来ない又は逆転するな
ど、ＣＰＵ３１に影響を及ぼし誤動作を引き起こす原因となる。しかし、点灯駆動部２７
ｂにあるイグナイタが高電圧パルスを発生させる点灯動作のステップＳ１０４（図４のＴ
３～Ｔ５の間）においては、ＣＰＵ３１はクロック休止期間ｔ１１で動作していない。従
って、高電圧パルスによって発生された輻射ノイズの影響を受けることはなく、ＣＰＵ１
０の誤動作は起きない。さらに、クロック休止期間ｔ１１の前後（図４のＴ２～Ｔ６の間
）を含む一定期間においては、ＮＯＰタイマー設定期間ｔ２２で、第１クロック信号ｃｓ
１の波形に従ったクロックはカウントが重ねられるが、各回路にクロック（制御信号）は
出力されない。この間にクロック（制御信号）を各回路に出力した場合は、タイミングに
よっては輻射ノイズとなることがあるが、出力されないので輻射ノイズ発生原因となるこ
とはない。
【００３８】
　ＮＯＰタイマー期間ｔ２２の設定については、ＣＰＵ３１にプログラムするソフト上で
行われる。ＣＰＵクロック休止期間ｔ１１の設定については、ディレー回路部３３などハ
ード上で行われる。但し、ディレー回路部３３などは大きな部品を伴わないため、システ
ムの小型化、軽量化を阻害することはない。また、ＣＰＵクロック休止期間ｔ１１につい
ては、構成する回路の部品定数のばらつきによって多少の変動が考えられるが、ＮＯＰタ
イマー期間ｔ２２の設定はソフト上で行われるためこの期間とずれが生じることがないよ
うにプログラムを設定することは可能である。また、ディレー回路部３３などを追加する
ことによる製造面の容易さが阻害される可能性も少ない。
【００３９】
　内視鏡装置を構成する各部の制御を司るＣＰＵ３１を長時間休止状態にさせることは、
その間各部の動作を休ませることになり好ましくない。しかし、被写体の撮像前で画像処
理装置の動作前であって、ランプ２７ｃを点灯させる、点灯駆動部３７ｂにあるイグナイ
タが高電圧パルスを発生させる前後の間だけ、ＣＰＵ３１を休止状態にさせることは、内
視鏡装置の動作に悪影響は及ぼさない。また、ＣＰＵクロック休止期間ｔ１１の間であっ
ても、その直前にＣＰＵ３１のポートから出力された第１矩形波信号ｒｓ１がワンショッ
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信号ｒｓ４として点灯駆動部２７ｂに出力されるので、ランプ点灯動作が止まることはな
い。
【００４０】
　また、１回の高電圧パルス発生によって、絶縁破壊が生じてランプ２７ｃが点灯する場
合もあるが、絶縁破壊が生じるまでに複数回高電圧パルスを発生させる必要がある場合も
あり得る。しかし、この場合も、ランプ２７ｃが点灯するまで点灯動作を繰り返すことで
、その間ＣＰＵ３１を休止状態にさせることができるので、高電圧パルスを発生させてい
る間に、ＣＰＵ３１の動作が始まることはない。従って、ＣＰＵ３１に誤動作が生じるこ
とはない。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本実施形態の内視鏡装置の構成図である。
【図２】本実施形態の内視鏡装置のプロセッサ内におけるＣＰＵ周りの構成図である。
【図３】ＣＰＵ周りの構成図でそれぞれの部の詳細回路を示す。
【図４】ＣＰＵ周りの各部で出力される波形を示す。
【図５】ランプの点灯・消灯手順のフローチャートを示す。
【符号の説明】
【００４２】
　１０　スコープ
　２０　カラープロセッサ
　２７　光源装置
　３０　ＣＰＵと周辺回路
　３１　ＣＰＵ
　３２　ワンショット回路部
　３３　ディレー回路部
　３４　ランプトリガ回路部
　３５　アンド回路部
　３６　水晶発振回路
　４０　カラーモニタ
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